
 

 

 

 

 

 

  

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 №９ 

 

富山県教育委員会 教育みらい室 小中学校課 
富山県幼児教育センター 

Ｒ６．12 

 

地区別幼児教育・小学校教育接続研修会 

【実施日・場所】 高岡地区：１１月１３日（水）伏木コミュニティセンター 

砺波地区：１１月１４日（木）砺波まなび交流館 

         富山地区：１１月１９日（火）富山県総合教育センター 

        新川地区：１１月２１日（木）ありそドーム 
 
【参加者】 小学校・義務教育学校教諭、幼稚園教諭、保育教諭、保育士、 

市町村教育委員会・幼児教育施設主管課（希望者）等 

【内容】 

(1) 講話「モデル校区の取組から接続について考える」（東西教育事務所 指導主事） 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2) 演習「幼児教育・小学校教育の相互理解を深めよう 

―幼児期の学びを小学校でどのようにつなぐか―」 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度 幼児教育施設訪問研修 
来年度の幼児教育施設訪問研修の申込みを受け付けております。 

【申込締切】12 月２５日（水） 

【申込方法】右の 2 次元コードから入力フォームへ 

詳しくは、各園・所に送付した募集要項をごらんください。 

来年度も、明日の保育が楽しみになる研修となるよう努めます。 

皆様の申込みをお待ちしております。 

改めて子どもと一緒に試行錯
誤しながら遊びを楽しんでいき
たいと感じました。そして、幼
児教育での子どもの育ちや学び
を小学校に伝えることで、幼保
小の学びをしっかりとつなげて
いきたいです。 

幼児教育での遊びを通して、
非認知能力が育てられることを
学びました。幼児教育で高めて
くださった「やりたい！」とい
う気持ちを、小学校でも大切に
しなければならないと思いまし
た。 

小学校教員から 

年長担任として、小学校の先
生と話ができてよかったです。
小学校の先生に「書き順は私た
ちが教えますので、興味をもた
せる活動をどんどんしてあげて
欲しい」と言われ、とても安心
しました。 

幼児教育施設での取組を聞け

たことで、子どもたちが遊びの

中で積み重ねてきた学びが分か

りました。小学校での子どもへ

の手立てを、改めて考えること

ができました。 

小学校教員から 保育者から 

保育者から 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 第２回 幼児教育推進連絡協議会 

白梅学園大学名誉教授 無藤 隆 先生のお話から ― 

「今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方に関する有識者検討会」（座長:無藤先生）の

最終報告も踏まえ、次のような幼保小接続のポイントをご指導いただきました。 
※最終報告は、文部科学省ホームページに掲載されています。 

 

○園・所にも、小学校にも、接続・架け橋の担当者を必ず置く。 

・担当者を中心に、園全体、学校全体で理解を図る。 

・担当者が変わっても、園・所と小学校のつながりをもち続ける。 
 

○互いに授業、保育を見合うことが、接続の始まり！ 

・保育者は、現在の小学校の様子を知る（新しい試みが増え、活動が変化している）。 

・小学校教員は、実際の子どもの姿から「環境をとおして」「10 の姿」を理解する。 
 

○「幼児期の活動が小学校のどの教科につながるか」を構想することが、架け橋の始まり！ 

 ・幼児教育の成果を小学校側が活用する。そのために・・・ 

【例】・保育者は、小学１年生が使用している教科書を見て、活動を見直す。 

    … 幼児教育のここが、こんなふうにつながりそうだ → 活動を見直してみよう 

   ・小学校教員は、授業を構想する際、単元計画の中に幼児期の姿を入れる。 

    … 学びの芽生えは幼児教育にある → 保育を見る、幼児期の学びを知る 

【12 月の主な予定】 ２日（月）令和７年度訪問研修申込開始(25 日まで) 

【 １月の主な予定】 ８日（水）第２回園内研修充実のための研修会 

１０日（金）研修に係るワーキンググループ 

２１日（火）第３回幼児教育研究委員会 

２７日（月）第３回市町村幼児教育担当者等連絡協議会（オンライン） 

３１日（金）幼児教育推進リーダー育成研修閉講式（講演：京都教育大学 教授 古賀松香 氏）  

アドバイザー研修会（オンライン）・フォローアップ研修（オンライン） 

文部科学省の「遊びは学び 学びは遊び やってみたいが学びの芽」という動画をご覧

になったことがありますか。その動画で述べられている「『やってみたい！』から始まる、園

での遊びを通した学びは、小学校以降の生活や学習の基盤となるのです」という言葉が、幼保

小の接続の基本の捉え方だと思います。 

接続について、園では「遊びを深めることで『学びの芽』がより豊かに育まれること」、小

学校では「園で経験してきたことや育んできた力を生かしながら学びを積み上げていくこと」

の重要性について理解を深め、幼保小の先生方が語り合い、理解を深めることが大切です。 

そのためには、幼保小の先生方が、まずは、お互いの保育や教育を実際に 

見て理解することから始めましょう。園や学校の年間計画の中に、相互に参 

観する機会を位置付けていただき、子どもの育ちを見て語り合う機会をもっ 

ていただきたいと思います。 

★新夕スーパーバイザーから今月の一言★ 

幼保小の円滑な接続について 幼…幼児教育 
※保…保育    を表します。 
小…小学校教育 


